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政
府
主
導
の
政
策
か

そ
れ
と
も
市
民
参
加
の
仕
組
み
か

大内教授、教えてください。
Q1　どうして、海外の政策を

取りあげたのですか？
A1　コミュニティ政策学会は、

日本の国内の町おこしについて

深く取り組んできました。でも、

ともすると内向きになる。それ

を外国に目を向けて、今までに

ない気付きが発見できるように

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

重
要
性
を
討
議

首
都
大
学
東
京
博
士
課
程
細
淵
倫
子
さ
ん

熊
本
学
園
大
学
仁
科
伸
子
准
教
授

千
葉
大
学
清
水
洋
行
准
教
授

左
か
ら
本
学
大
内
田
鶴
子
教
授
、
首
都
大
学
東
京
玉
野
和
志
教
授

　

７
月
２
日（
土
）、３
日（
日
）、

江
戸
川
大
学
で
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
〜

市
民
社
会
と
国
際
比
較
研
究
の

視
点
か
ら
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
会
第
15

回
大
会
が
行
わ
れ
た
。（
文
・

取
材
：
小
林
英
輝　

撮
影
：
有

田 

拓
）

け
る
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
変
容
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に

つ
い
て
発
表
し
た
。

　

日
本
で
は
、
介
護
福
祉
政
策

と
し
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
の
構
築
が
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
政
策
と
し
て
目
指
さ
れ
、

エ
リ
ア
・
ベ
ー
ス
の
市
民
参
加

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ

ス
で
も
医
療
改
革
や
公
共
サ
ー

ビ
ス
に
お
け
る
個
人
の
選
択
を

重
視
す
る
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴
い
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
市
民
参
加
の
仕
組
み
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

首
都
大
学
東
京
博
士
課
程
の

細
淵
倫
子
さ
ん
は
、「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
お
け
る
都
市
開
発
に

お
け
る
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

変
容
と
現
状
│
２
１
０
２
年
以

　

２
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ベ
イ
ス
ト
・
ア

プ
ロ
ー
チ
（
居
住
者
主
体
の
地

域
改
善
方
法
）
の
国
際
的
展

開
」
で
は
、
本
学
社
会
学
部
現

代
社
会
学
科
大
内
田
鶴
子
教
授

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
、
首

都
大
学
東
京
玉
野
和
志
教
授
が

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

   

３
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
日

本
と
諸
外
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
違
い
を
報
告
し
、都
市
開
発
・

市
民
社
会
・
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
重
要
性
を
討
論
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず

熊
本
学
園
大
学
仁
科
伸
子
准
教

授
が
、「
シ
カ
ゴ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ベ
イ
ス
ト
・
オ
ー
ガ
ニ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
と
考
察
」

に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

都
市
開
発
に
政

府
が
補
助
金
を
出

す
と
き
、
地
域
に

よ
っ
て
移
民
や
人

口
増
減
、
人
種
の

偏
り
が
あ
る
こ
と

が
背
景
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
、

ア
メ
リ
カ
の
特
徴

で
あ
る
。

　

千
葉
大
学
清
水

洋
行
准
教
授
は
、

「
イ
ギ
リ
ス
に
お

降
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
カ
ン
ポ
ン

│
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
民
主

化
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
中
央

政
府
主
導
の
も
と
で
開
発
が
進

め
ら
れ
、
展
開
し
て
き
た
。
地

域
開
発
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

政
策
も
例
外
で
は
な
く
、
国
家

主
導
の
国
策
と
し
て
実
施
さ
れ

て
き
た
。

　

こ
の
討
論
を
通
し
て
、
シ
カ

ゴ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
政

府
主
導
の
も
と
で
地
域
格
差
解

消
施
策
や
都
市
開
発
が
行
わ
れ

て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
イ
ギ

リ
ス
と
日
本
で
は
、
医
療
・
福

祉
に
お
い
て
市
民
参
加
の
仕
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
日
本
と
海
外
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
政
策
の
違
い
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

しようと考えました。
Q2　印象に残った地域の報告は？
A2　インドネシアですね。非常に良い形でここまで

やっているんだと。日本にとって、アメリカやイギリ

スよりもインドネシアの方が先生になってくるんじゃ

ないでしょうか。
Q3　今後の課題は？
A3　世界中の近隣組織のネットワークについて良い

取り組みが出てきているので、それを繋げていって成

果を発表する機会を作りたいと思います。


